
JEFLL Corpus の使用法 

 

JEFLL Corpus とは、日本の中高生による自由英作文を約 67 万語集めたコーパスで、オンライン上で

無償公開されています。このコーパスを活用することで、日本の中高生がどのように英語を身につけて

いくのか、その過程を知ることができます。また、英作文指導では、担当生徒の英作文とこのデータを比

較すれば、生徒の英語力の水準をつかむこともできます。 

 

では早速 JEFLL Corpus を開いてみましょう。 

 

JEFLL Corpus のウェブサイト(http://scn.jkn21.com/~jefll03/) にアクセスし、以下のページが出るので 

JEFLL Corpus を利用する方はここをクリック！ というところをクリックすると… 

 

JEFLL Corpus の検索画面を開くことができます。 

 



左の 4 つのメニュー［語句検索］［品詞検索］［共起検索］［単語リスト］を使ってさまざまな情報を取り

出しますが、まずはその前にコーパスのいろいろな事前の設定をする画面を紹介します。 

 

JEFLL Corpus の検索の前に・・・ 

 

① 表示設定 

 

語句、品詞、共起検索における検索結果の表示方法を変更することができます。 

検索画面で表示設定をクリックします。 

 

 

 

すると以下の画面が出てくるので、検索結果上限や行数などを自分の好きなように設定します。 

 

 



デフォルトは 3000 件ですが、上限 20000 件まで検索例を抽出できます。1 ページの用例の表示行数

もデフォルトは 25 行ですが、1000 行くらいにしておけば、たいていの用例は 1ページ内でコンコー

ダンスを読むことができ便利です。 

 

 

② サブコーパス指定 

 

語句、品詞検索において、JEFLL Corpus 内の特定のサブコーパスを選んで検索することができま

す。 

 

まず、検索画面でサブコーパスをクリックします。 

 

 

 

すると次のような画面が出てくるので、年齢やトピックなどを設定します。 

 



 

今回は、school level を low、school を public に設定してみます。 

 

               すると… 

学力レベルが低く、公立の学校というのに該当するファイル数や語数を知ることができます。 

 

このサブコーパス機能を使うことで、例えば中１、高１、高３で対象語の使用がどのように変わるのかを

調べることもできます。 



③ ダウンロード 

語句、品詞、共起検索の検索画面は全て自分のＰＣに保存し、各自の目的に合わせてデータの加工を

行うことができます。 

 

検索画面で、右上のダウンロードをクリックすると、保存することができます。 

 

  



語(句)検索」 

 

 

「語(句)検索」を使用することで、指定した語(句)が文中でどのように使われているかがわかります。 

 

まず、「表記検索」をします。 

表記検索とは、入力した語(句)を、表記されたそのままの形（つまり活用形を含まない形）

で検索することです。 

 

 

下図のように、ボックスに“run”と入力し、[検索]ボタンを押してみましょう。 

 

 

すると、下図のように、検索結果が KWIC コンコーダンス（＝検索対象の語(句)を中央に揃え、その前後

に一定の長さのコンテクストが並ぶ表示形式）で示されます。 

 
 

 



 

豆知識その壱 

    

 

次に、「基本形で検索」をしましょう。 

「表記検索」のとき“run”と記入したボックスの隣、[基本形で検索]をチェックして検索をかけます。そ

うすると、今度は“run”の活用形（run, runs, ran, (過去分詞の)run, running）も含んだ検索結果が下図

のように表示されます。 

 
 

検索結果を並び替えることで、学習者の語彙使用パターンを把握することができます。 

画面右上、[ソート]をクリックします。 

下図のソート設定画面が表示されるので、[詳細設定]をチェックし、[優先順位]（※）の一番左のプルダ

ウンメニューから 0 を選択して[OK]を押します。 

 

 
※これは検索語(句)から何個目の語を揃えて並べるかの指定で、今回は検索語“run”の様々な形を揃え

て並べるので、0 を選択しています。） 

 

JEFLL コーパスに集約されている約

67 万語中 304 回使われていること、

また、総数を 100 万語に換算すれば

454.22 回使われていることがわかり

ます。この総数を 100 万語に換算した

使用頻度は、サイズの違う他のコーパ

スにおける“run”の使用頻度と比較す

るときに使われます。 

中には、“runned”のよ

うなエラーも見受けら

れます。 



アルファベット順のため、“ran”を含む検索結果から揃った状態で表示されます。 

 

 
 

ここで、右上ボックスに“22”と入力し、[ページへ]をクリックすると、下の方に“runned”というエラーが

いくつか並んでいるのがわかります。 

また、ページを前後して見ていくと、“run”という形はあっていても、進行形や過去形にしなければなら

ないところで“run”を使っていることなどもわかります。 

 

[ソート] → [詳細設定] → [優先順位]の一番左で“0”を選択するのに加えて、二番目で“+1”（つまり“run”

の右 1 語目を揃える）を選択すると、“run”と共に使われる副詞の特徴を見ることができます。“run after 

～”  “run away”  “run fast”などが多く使われています。 

 

「語(句)集計」もしてみましょう。 

画面右上[語(句)集計]をクリックすると、下図画面が表示されます。 

 

 

すると、右図の集計表が表示されます。 

最もよく使われている“house”について、おそらく

“run”を自動詞として使用し、家の中で「走る」という

意味が多いかと思われますが、もしかすると他動詞と

して使用し、ゲストハウスなどを「経営する」といっ

たような意味も含まれているかもしれません。 

 

 

 

[集計範囲] +1 ～ +3 を選択、 

[1 単語で集計]にチェック、 

[品詞]のボックスに“NN*”と入力

したら、[OK]をクリックします。 

※“run”の後ろ 1～3 語の中で、名詞だけを

抽出し、その名詞の使用頻度を集計す

る、ということです。 



 

豆知識その弐 

 語(句)集計の設定画面で、頻度の数値（上図の青△）を変えることで、集計結果の表示幅を変えることが

できます。例えば、数値を“10”とすると、10 回以上使われているものの結果のみ表示されます。また、[品

詞]の隣にある“？”をクリックすると、品詞設定の選択肢がいくつか表示されます。 

 

 

JEFLL の最初の画面（“run”と入力した画面）に戻ります。 

検索設定箇所の中央あたりにある[出現位置指定]で[文頭]を選ぶと、“Run ～”という命令文を抽出できま

す 。 

 

[出現位置指定]を[なし]に戻し、今度はボックスに“run over”と入力、[2 単語間の語数]で“1”を選択して、

検索をかけます。 

 
 

[2 単語間の語数]とは、入力した 2 語（今回は“run”と“over”）の間に指定した数の語が入る句動詞などを

検索できる機能です。 

検索結果が3つ出てきますが、“The car ran him out.”のような使われ方はしていないことがわかります。 

 

最後に、検索結果には[JP:]というタグがしばしば見受けられます。これは学習者が、該当する英語が思

い浮かばず、日本語を使って表現した部分を示しています。学年が上がるとこの部分がどう変化してい

くかなど、いろいろ観察してみるといいかもしれません。 

  



品詞検索 

綴りが同じで、複数の品詞を持つ語を検索するための機能。 
  → 不規則過去の誤りを確認してみましょう。 

○不規則動詞の誤りの例 

 

 take の過去形は took ですが、規則動詞のルールを当てはめてしまい、*taked という形を作ってしま

う例が見られます。 

 このような誤りを「過剰（一）般化（overgeneralization）」と呼びます。 

 

 

 

○speak の過剰般化の割合を検索 

1. 「品詞検索」を選択 

2. 基本形に「speak」と入力 

3. 品詞を一般動詞過去形「VVD」に設定 

4. 「検索」をクリック 

※「品詞」は［？］をクリックすると、一覧が表示され、そこから選ぶこともできます。 



 

  

◆検索結果 

 

 デフォルトでは出現順で並んでいるため、いろいろな形式が混在しています。 

 

 

 そこで中心語（0）と右１語（+1）で「ソート」しましょう。 

 



 

↓ 

  

するとこのように整理されます。 

 検索結果を見ると「総件数：46」となっており、*speaked の数は 5 例ですので、*speaked の誤り率

は約 11%ということになります。 

 

○注意点 

 JEFLL Corpus では学力困難校から協力を得にくいため、データの提供先の学校は比較的英語力が高

い生徒が多くなっています（具体的には 8 割程度が「高」学力と分類されています）。 

 

 



共起検索 

共起検索はある単語のコロケーションを左右５語の範囲で品詞なども指定して一覧表を作る機能です。 

bath という名詞に用いる動詞が正しく使えているのかをチェックしたいとします。 

 

「共起検索」をクリックし、[中心語]を bath、[中心語の品詞]を普通名詞（NN.）、[基本形で検索]にチェ

ックを入れて、検索します。 

 

 
すると以下のような結果が出ます。 

 

 
 

Bath の両側 5 語が表示されますが、bath そのものは頻度が低い単語なので共起テーブルもあまりたく

さんのコロケーションが出力されていません。しかし左側の文脈を見ると－２（左２語）の位置に take 

が 14 回出現していることがわかり、take a bath というコロケーションはある程度定着していると言え

ます。ただし、Then I want to take a bath and wash my hair と言う文では want も左４語の位置に共

起語として認識されているなど、必ずしも bath との結びつきだけのリストとは限らないので注意が必要

です。 



 

単語リスト 

 単語リストとは、JEFLL コーパス中で用いられている単語を辞書風に集計したものです。正しい表記

や誤ったスペリングも含めた総数を一覧できる機能です。 

 

一番トップにあるメニューの「単語リスト」をクリックして、「単語」の欄に検索した単語を入力します。

ここでは make を見てみましょう。Make と入力して「検索」ボタンをクリックすると、JEFLL Corpus 

内の関連した make の派生形、および品詞別の使用頻度を集計した結果が表示されます。なお、表の行

頭にある▲をクリックすると、その欄をキーとして結果を並べ替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

Make には maked, makeing などの形はないのですが、生徒の書いたスペリングミスの単語を、品詞解

析ツールが判定して、make の変化形として辞書の中に取り込んでいます。ただ注意が必要なのは、すべ

ての単語がこのように正確にスペリングエラーを判定して元の単語の下に分類されているわけではない、

ということです。あくまでも品詞の解析はコンピューターで自動処理されるため、うまくいく場合と行

かない場合があり、まったく別語として登録されているケースもあるので気を付けてください。 



 

 あらかじめ単語の品詞を指定して抽出することも可能です。「単語」の欄に make を入力して、基本形

で検索をチェックして、「品詞」の欄に VVI|VVG（不定形または-ing 形）を入力して(※品詞を選択する

のは、[?]をクリックしてリストから選択してもよいです)「検索」ボタンをクリックすると、make の不

定詞(VVI)と make の-ing 形(VVG)の検索結果を色付けで表示できます。 
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